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Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
今
年
の
１
月
か
ら

宿
泊
施
設
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
支

援
シ
ス
テ
ム
で
キ
ャ
ン
セ
ル
料

を
自
動
で
請
求
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
無
断
キ
ャ
ン
セ
ル
や
未

払
い
の
背
景
に
は
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
客
な
ど
を
集
客
し
や
す
い
現

地
払
い
が
、
国
内
で
は
宿
泊
業

界
に
根
付
い
て
い
る
こ
と
が
あ

る
と
し
て
い
る
。
無
断
キ
ャ
ン

セ
ル
し
た
場
合
は
不
正
検
知
シ

ス
テ
ム
に
記
録
し
、
次
回
か
ら

現
地
払
い
を
利
用
で
き
な
く
し

た
と
の
こ
と
だ
。
▼
レ
ス
ト
ラ

ン
、
美
容
院
、
ジ
ム
と
か
の
予

約
を
旨
と
す
る
他
業
種
と
同
じ

く
、
医
療
機
関
も
無
断
キ
ャ
ン

セ
ル
に
は
無
力
感
が
漂
う
。
悲

鳴
を
あ
げ
て
も
、
コ
ン
サ
ル
に

は
「
患
者
さ
ん
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
」「
前
日
に

自
動
的
に
連
絡
す
る
機
械
を
利

用
し
な
さ
い
」
と
か
と
言
わ
れ

る
。
▼
法
的
手
段
に
訴
え
た
話

を
聞
い
た
。
溜
飲
は
下
が
っ
た

が
、
示
談
金
よ
り
も
弁
護
士
費

用
の
方
が
高
く
つ
い
た
と
か
。

▼
さ
き
の
某
女
優
の
事
件
が
あ

っ
て
、
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト (

ペ
イ
ハ
ラ)

の
話
題

が
再
燃
し
た
。
予
約
を
軽
視
す

る
一
部
の
患
者
に
良
心
や
公
徳

心
を
期
待
し
て
い
て
は
、
医
療

機
関
の
被
害
は
一
方
的
だ
。
無

断
キ
ャ
ン
セ
ル
は
サ
イ
レ
ン
ト

ペ
イ
ハ
ラ
と
し
て
周
知
す
べ
き

だ
。　　
　
　
　
（
今
娑
羅　
渚
）

・第48回定期総会 (1面)

・『保険でより良い歯科』請願署名を提出 (1面)
・予防接種・子ども医療費助成アンケート  (2面)
・寄稿
自然災害時の「性と生殖の健康と権利」を考える  (3面)
・会員紹介シリーズ㉖ ごめんくなんしぇ (4面)

　
６
月
５
日
、
参
議
院
議
員

会
館
会
議
室
で
「『
６
・
５

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

の
実
現
を
求
め
る
』
請
願
署

名
提
出
集
会
」
が
開
催
さ

れ
、
当
会
か
ら
小
山
田
会
長

と
事
務
局
が
現
地
参
加
し
ま

し
た
。

歯
科
医
療
問
題
の

深
刻
さ
に
多
く
の
参
加
者

　
集
会
は
保
団
連
も
加
盟
す

る
「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療

を
」全
国
連
絡
会
が
主
催
し
、

　
６
月
22
日
㈰
、
盛
岡
の
エ

ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
で
定
期

メ
イ
ン
会
場
、

サ
テ
ラ
イ
ト
会

場
、
オ
ン
ラ
イ

ン
か
ら
、
計
４

百
名
以
上
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
全
国
連
絡
会

会
長
で
歯
科
技

工
士
の
雨
松
真

希
人
氏
が
開
会

あ
い
さ
つ
を
行

い
、
保
団
連
歯

科
代
表
で
全
国

　当会では今年２月から『保険でより良い歯科医療の実現を求め
る』請願署名を会員の皆様にお願いしていました。948筆の署名
が集まり、６月５日、小沢一郎議員秘書に集約した署名用紙を直
接手渡しました。
　歯科の保険点数は低く抑えられており、歯科医院の困難や歯科

技工士の低賃金、人手
不足が大きな課題となっ
ています。当会は安心し
て歯科治療を受けられる
よう、今後も点数引き上
げと総枠拡大を訴えてい
きます。この署名は今後
も継続しますので、引き
続きご協力をお願いしま
す。

総
会
を
行
い
ま
し
た
。
総
会

に
先
立
ち
物
故
会
員
の
先
生

方
の
功
績
を
偲
び

黙
祷
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
米
持
常
任

理
事
の
開
会
の
辞

に
続
き
、
小
山
田

会
長
が
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
２
０

２
４
年
度
活
動
報

告
、
決
算
報
告
と

会
計
監
査
報
告
が

承
認
さ
れ
た
後
、

連
絡
会
副
会
長
の
宇
佐
美
宏

氏
は
「
低
歯
科
診
療
報
酬
政

策
で
歯
科
は

窮
地
に
追
い

込
ま
れ
て
い

る
が
、
そ
の

波
が
医
科
に

も
押
し
寄
せ

て
お
り
、
医

療
全
体
が
厳

し
い
状
況
に

追
い
込
ま
れ

て
い
る
。
保

険
の
き
く
範

囲
が
縮
小
さ

れ
れ
ば
、
患

者
さ
ん
が
一

番
影
響
を
受

け
る
た
め
歯

科
医
療
費
の

総
枠
拡
大
を

訴
え
て
行
こ

役
員
新
体
制
に

役
員
新
体
制
に第第

4848
回
定
期
総
会

回
定
期
総
会

う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
紹
介
議
員
に
署
名
19
万
１

千
216
筆
を
提
出
し
、
16
名
の

国
会
議
員
が
激
励
に
訪
れ
、

議
員
18
名
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
集
会
の
前
後
、
紹
介
議
員

の
要
請
へ
議
員
事
務
所
を
訪

問
し
小
沢
一
郎
、
鈴
木
俊
一

両
衆
議
院
議
員
、
木
戸
口
英

司
、
横
沢
高
徳
参
議
院
議
員

は
秘
書
対
応
と
な
り
、
取
り

次
ぎ
を
依
頼
し
た
結
果
、
小

沢
一
郎
衆
議
院
議
員
に
紹
介

議
員
を
快
諾
い
た
だ
き
ま
し

た
。
階
猛
衆
議
院
議
員
は
本

人
・
秘
書
と
も
不
在
で
面
会

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
（
木
戸

口
議
員
に
集
会
に
ご
参
加
い

た
だ
く
予
定
で
し
た
が
、
委

員
会
が
入
り
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
せ
ん
で
し
た
）。

役
員
選
挙
に
よ
り
第
23
期

役
員
が
決
定
し
ま
し
た
。
そ

の
後
２
０
２
５
年
度
活
動
計

画
、
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
後
は
会
員
限
定
で

懇
親
会
を
開
催
し
、
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

　
今
年
10
月
26
日
㈰
に
は
恩

蔵
絢
子
氏
を
講
師
に
招
き
、

約
６
年
ぶ
り
に
記
念
講
演
を

開
催
し
ま
す
。
具
体
的
な
内

容
が
決
ま
り
次
第
ご
案
内
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
来
し
く

だ
さ
い
。

「保険でより良い歯科医療」請願署名

ご協力ありがとうございました

医
療
体
制
と
受
療
権
を
守
る
た
め

歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡
大
を

歯
科
署
名
提
出
集
会

全国から集まった 19万 1,216 筆の署名を提出

新たな役員体制となりあいさつする小山田会長

小沢一郎衆議院議員秘書（左）に
署名を手渡す小山田会長（右）

いただいた署名用紙
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当
会
は
、
４
月
中
旬
か
ら

５
月
下
旬
に
か
け
て
、
県
内

す
べ
て
の
自
治
体
に
対
し
、

予
防
接
種
に
つ
い
て
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
一
覧

表
（
表
１
）
の
中
か
ら
、
今

回
は
帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種

助
成
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

　
帯
状
疱
疹
は
今
年
度
よ
り

定
期
接
種
と
な
り
、
対
象
は

今
年
度
65
歳
を
迎
え
る
方

と
、
60
〜
64
歳
の
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫

機
能
に
障
が
い
が
あ
り
日
常

生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な

方
と
な
っ
て
い
ま
す
。
経
過

措
置
と
し
て
５
年
間
、
70
、

９
自
治
体
が
独
自
の
助
成
を
実
施

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

75
、
80
、
85
、
90
、
95
、
100

歳
に
な
る
方
も
対
象
で
す

（
今
年
度
の
み
100
歳
以
上
の

方
も
全
員
対
象
）。

50
歳
以
上
の
方
を
助
成
し

て
い
る
自
治
体
は
９
自
治
体

で
（
表
２
）、
こ
の
う
ち
６

自
治
体
（
宮
古
市
、紫
波
町
、

矢
巾
町
、
普
代
村
、
野
田
村
、

九
戸
村
）
は
２
０
２
３
年
か

ら
、
３
自
治
体
（
花
巻
市
、

遠
野
市
、
田
野
畑
村
）
は
２

０
２
４
年
か
ら
助
成
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

　
宮
古
市
は
今
年
度
か
ら
対

象
を
拡
大
し
、
組
換
え
ワ
ク

チ
ン
の
助
成
額
も
４
千
円
か

ら
１
万
円
に
引
き
上
げ
て
い

ま
す
。

　
２
０
２
３
年
、
２
０
２
４

年
に
助
成
を
開
始
し
た
自
治

体
の
大
半
が
助
成
を
継
続
・

拡
大
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年

助
成
を
開
始
し
た
山
田
町
の

対
象
者
は
65
歳
以
上
の
方
全

員
、
岩
泉
町
は
、
50
歳
以
上

か
ら
国
の
基
準
と
同
じ
65
歳

を
迎
え
る
方
に
縮
小
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
県
内
の
各
自
治
体
で
は
接

種
費
用
の
半
額
前
後
を
助
成

し
て
い
ま
す
が
、
他
の
都
道

府
県
で
は
50
歳
以
上
に
対
し

て
全
額
助
成
し
て
い
た
り

（
東
京
都
檜
原
村
）、
組
換
え

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
６
千
円

程
で
受
け

ら
れ
た
り

と
（
群
馬

県
上
野

村
、
長
野

県
辰
野

町
、
王
滝

村
な
ど
）

よ
り
手
厚

い
自
治
体

も
多
く
、

全
国
と
比

較
す
る
と

ま
だ
ま
だ

改
善
の
余

地
が
あ
り

ま
す
。

　
帯
状
疱

疹
は
高
齢

者
だ
け
で

な
く
、
若

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
任
意
）

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
（
成
人
）

合計（予定含む） 2 9 0

無料実施 0 0 0

1 盛岡市 ― ― ―

2 宮古市 ― 〇 ―

3 大船渡市 ― ― ―

4 花巻市 ― 〇 ―

5 北上市 ― ― ―

6 久慈市 ― ― ―

7 遠野市 ― 〇 ―

8 一関市 ― ― ―

9 陸前高田市 ― ― ―

10 釜石市 ― ― ―

11 二戸市 ― ― ―

12 八幡平市 ― ― ―

13 奥州市 ― ― ―

14 滝沢市 ― ― ―

15 雫石町 ― ― ―

16 葛巻町 ― ― ―

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
任
意
）

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
（
成
人
）

17 岩手町 ― ― ―

18 紫波町 ― 〇 ―

19 矢巾町 ― 〇 ―

20 西和賀町 ― ― ―

21 金ヶ崎町 ― ― ―

22 平泉町 ― ― ―

23 住田町 ― ― ―

24 大槌町 ― ― ―

25 山田町 ― ― ―

26 岩泉町 ― ― ―

27 田野畑村 ― 〇 ―

28 普代村 ― 〇 ―

29 軽米町 ― ― ―

30 野田村 〇 〇 ―

31 九戸村 〇 〇 ―

32 洋野町 ― ― ―

33 一戸町 ― ― ―

・肺炎球菌ワクチンは２つの自治体で助成（任意分）
・帯状疱疹ワクチンは9つの自治体（ 27.2 ％）で助成
・麻しんワクチン（成人）は単独での助成はなし

○：助成を実施

【表１】任意予防接種費用助成実施状況（成人）
（2025年７月現在・岩手県保険医協会調査）

【表２】帯状疱疹ワクチンの助成状況
国：対象者　 65歳の方、60～64歳でヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能に障害が

あり日常生活がほとんど不可能な方。
　　　　　　 5年間は経過措置として70、75、80、85、90、95、100歳も対象。今年

度のみ100歳以上の方も対象。
※太枠は独自の助成を行っている自治体。
※対象者が国の基準で生ワクチン4000円、組換えワクチン10,000円助成している14自治体は省略。

（2025.７.１現在）

※　生保受給者は全額助成。
　　大槌町、普代村は非課税世帯も全額助成。遠野市は生ワクチンのみ全額助成。
　　盛岡市、滝沢市は中国残留邦人等支援給付受給世帯も全額助成。
宮 古 市： 非課税･生保受給者　生ワクチン上限8,000円、組換えワクチン20,000円
 組換えワクチンを接種した方については、2025年4月1日に遡り不足額

を償還払いにて支給。
北上市、滝沢市：生保受給者　生ワクチン上限8,860円、組換えワクチン22,060円
金ヶ崎町： 非課税･生保受給者　生ワクチン8,180円、組換えワクチン21,630円
花 巻 市： 任意接種助成対象となる50歳の誕生月に個別通知を行い、定期接種対

象者には生保受給者にのみ個別ハガキを送付。
矢 巾 町： 令和８年３月末までで任意接種の助成は終了。
野 田 村： チラシ全戸配布や村広報

市町村名 対象
助成額 個別

通知生ワクチン 組換えワクチン
1 盛岡市 国の基準 4,570円 11,970円×２回 〇
2 宮古市 50歳以上 4,000円 10,000円×2回 ×
4 花巻市 50歳以上 4,000円 10,000円×2回 〇
5 北上市 国の基準 4,460円 11,060円×2回 〇
7 遠野市 50歳以上 4,000円 10,000円×2回 〇
10 釜石市 国の基準 4,558円 11,758円×２回 〇
12 八幡平市 国の基準 4,000円 11,000円×２回 〇
13 奥州市 国の基準 4,180円 10,830円×２回 〇
16 葛巻町 国の基準 6,500円 15,900円×２回 ×
18 紫波町 50歳以上 4,000円 10,000円×２回 ×
19 矢巾町 50歳以上 4,000円 10,000円×２回 〇
20 西和賀町 国の基準 2,900円 7,300円×２回 〇
21 金ヶ崎町 国の基準 4,180円 10,830円×２回 〇
24 大槌町 国の基準 4,558円 11,758円×２回 〇
26 岩泉町 国の基準 4,000円 8,000円×２回 〇
27 田野畑村 50歳以上 4,000円 4,000円×２回 〇

28 普代村 50歳以上 接種費用の半額
上限10,000円

接種費用の半額
上限10,000円×2回 〇

30 野田村 50歳以上 4,000円 10,000円×２回 △
31 九戸村 50歳以上 4,000円 11,000円×２回 〇

　
当
会
で
今
年
４
月
に
２
年

ぶ
り
に
行
っ
た
自
治
体
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
子
ど
も
の

医
療
費
助
成
を
所
得
制
限
な

く
無
料
で
受
け
ら
れ
る
自

治
体
は
25
市
町
村
（
75
・
８

％
）
で
、
２
０
２
３
年
と
比

較
し
て
５
市
町
村
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

（
２
０
２
５
年
７
月
現
在
）。

所
得
制
限
が
あ
る
自
治
体
は

久
慈
市
の
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
新
た
に
自
己
負
担
や
所
得

制
限
を
撤
廃
し
た
自
治
体
の

う
ち
、
北
上
市
は
２
０
２
３

年
12
月
に
所
得
制
限
を
撤

廃
。
遠
野
市
と
岩
手
町
、
山

田
町
と
岩
泉
町
は
昨
年
８
月

に
自
己
負
担
を
な
く
し
完
全

無
償
化
。
滝
沢
市
と
一
戸
町

は
昨
年
４
月
に
所
得
制
限
を

市町村名 自己負担（レセプトごと）

1 盛岡市 高校生まで：  通院 750 円　入院 2,500 円

4 花巻市 高校生まで：  通院 750 円　入院 2,500 円

5 北上市 高校生まで：  通院 750 円　入院 2,500 円

11 二戸市 高校生まで：  通院 1,500 円　入院 5,000 円

14 滝沢市
3歳～就学前：通院 750 円　入院 2,500 円

高校生まで：  通院 1,500 円　入院 5,000 円

18 紫波町 高校生まで：  通院 750 円　入院 2,500 円

19 矢巾町 高校生まで：  通院 750 円　入院 2,500 円

〇県基準　対 象 者：通院－就学前まで、入院－小学生まで
所得制限：あり
自己負担：通院1,500円、入院5,000円

　　　　　　　　　　（3歳未満と非課税世帯はなし）
※二戸市は今年８月から完全無償化予定

【表３】子ども医療費の自己負担がある自治体
（2025年７月現在）

撤
廃
し
ま
し
た
（
一
戸
町
も

完
全
無
償
化
）。
こ
れ
に
加

え
、
二
戸
市
は
８
月
か
ら
自

己
負
担
を
な
く
し
完
全
無
償

化
す
る
予
定
で
す
。

　
２
年
前
と
比
較
す
る
と
助

成
拡
大
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
都
道
府
県
に
よ
っ
て
は

全
市
町
村
で
自
己
負
担
の
な

子
ど
も
医
療
費
助
成

自
己
負
担
・
所
得
制
限
な
し

25
自
治
体
に

い
所
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
拡

大
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

標準的な1回あたりの接種費用
生ワクチン 組換えワクチン

接種費用 8,860円 22,060円
接種スケジュール 1回接種 2回接種

年
層
で
も
発
症
す
る
た
め
、

定
期
接
種
の
さ
ら
な
る
対
象

拡
大
と
、
各
自
治
体
の
助
成

の
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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■　税務調査、個別指導、保健所の立入検査の連絡があった際は、お早めに協会にご相談ください。（TEL 019-651-7341）

　
大
規
模
な
自
然
災
害
発
生

後
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

／
ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖
の
健

康
と
権
利
：
以
下SRH

R

と
略
す
）
に
関
す
る
様
々
な

問
題
が
起
こ
る
。
特
に
女
性

は
長
期
化
す
る
避
難
所
生
活

で
、
外
陰
部
の
炎
症
や
膀
胱

炎
、
尿
失
禁
や
月
経
不
順
な

ど
、
女
性
特
有
の
健
康
問
題

に
直
面
す
る
。
ま
た
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
格
差
や
避
難
所
運

営
が
男
性
中
心
で
あ
る
こ
と

で
、
着
替
え
や
授
乳
室
、
下

着
を
干
す
場
所
が
確
保
で
き

な
い
、
支
援
物
資
を
男
性
が

管
理
し
て
い
る
の
で
月
経
用

品
を
取
り
に
行
け
な
い
、
な

ど
の
不
利
益
を
被
る
。
筆
者

は
、
東
日
本
大
震
災
や
能
登

半
島
地
震
で
避
難
所
の
女
性

特
有
の
健
康
支
援
活
動
を
行

っ
た
が
、
女
性
た
ち
の
身
体

特
有
の
健
康
問
題
は
、
な
か

な
か
他
者
に
相
談
で
き
る
内

容
で
も
な
く
、
精
神
面
に
も

影
響
し
て
い
た
（
福
島
２
０

１
２
、
２
０
２
４
）。

　
そ
し
て
、
も
う
一
つ
自
然

災
害
後
のSRH

R

の
大
き

な
問
題
は
、
性
犯
罪
・
性
暴

力
被
害
で
あ
る
。
大
規
模
な

災
害
発
生
後
は
性
暴
力
が
増

加
す
る
こ
と
は
世
界
で
報
告

さ
れ
て
い
る
（Rezaeian 

M
 2

0
1

3
, T

hornton, 
V

oigt, 2011, H
orton 

2012

）。
２
０
１
１
年
の

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も

性
暴
力
被
害
が
あ
っ
た
。
避

難
生
活
の
中
で
夫
・
交
際
相

手
な
ど
身
近
な
存
在
か
ら
の

暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
は
確
実
に
増

加
（
可
視
化
）
し
た
こ
と
、

性
的
な
嫌
が
ら
せ
や
わ
い
せ

つ
行
為
、
セ
ク
ハ
ラ
、
同
意

の
な
い
性
行
為
強
要
な
ど
も

報
告
さ
れ
て
い
る
。「
避
難

所
の
リ
ー
ダ
ー
に
、（
夫
を

亡
く
し
て
）
大
変
だ
ね
。
タ

オ
ル
や
食
べ
物
を
あ
げ
る
か

ら
、
夜
＊
＊
に
取
り
に
来

て
、
と
言
わ
れ
、
取
り
に
行

く
と
、
あ
か
ら
さ
ま
に
性
行

為
を
強
要
さ
れ
た
」
と
い
っ

た
地
位
・
立
場
を
利
用
し
た

対
価
型
性
暴
力
も
起
こ
っ
て

い
た
（
東
日
本
大
震
災
女
性

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
２
０
１

５
）。
ま
た
、
東
日
本
大
震

災
を
契
機
に
開
設
さ
れ
た
電

話
相
談
「
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
に
２
０
１
３
年
か

ら
２
０
１
８
年
の
５
年
間
で

性
暴
力
に
関
す
る
相
談
が
５

割
以
上
、
10
代
か
ら
20
代
の

若
年
層
の
被
害
は
、
全
体
の

４
割
に
上
っ
た
。
つ
ま
り
性

暴
力
は
災
害
急
性
期
だ
け
で

な
く
復
興
期
に
か
け
て
も
リ

ス
ク
は
続
く
の
で
あ
る
。

　

性
暴
力
は
「
魂
の
殺
人
」

で
あ
る
。
そ
れ
は
自
然
災
害

時
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

い
。
し
か
し
災
害
時
の
性
暴

力
被
害
当
時
者
は
、
自
身
も

災
害
被
災
者
と
い
う
脆
弱
性

か
ら
「
災
害
後
で
み
ん
な
が

大
変
な
状
況
だ
か
ら
・
・
・
」

「
せ
っ
か
く
、
支
援
し
て
く

れ
る
の
で
悪
い
か
ら
・
・
・
」

と
思
い
、
相
談
で
き
ず
一
人

で
抱
え
た
ま
ま
に
な
り
や
す

い
。
つ
ま
り
災
害
時
こ
そ
、

性
暴
力
被
害
当
事
者
が
ひ
と

り
で
悩
み
、
苦
し
む
の
で
は

な
く
、
で
き
る
だ
け
早
く
支

援
と
つ
な
が
る
こ
と
が
必
要

な
の
で
あ
る
。

　
筆
者
は
、
昨
年
の
能
登
半

島
地
震
後
、
七
尾
市
の
根
上

昌
子
医
師
、
岩
手
県
の
一
般

社
団
法
人G

EN
-J

代
表
理

事
の
田
端
八
重
子
氏
と
連
携

し
、
日
本
労
働
組
合
総
連
合

会
と
一
般
社
団
法
人
社
会
的

包
摂
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
協
力
を
得
て
、
能
登
半
島

地
震
後
に
性
暴
力
被
害
に
あ

わ
れ
た
方
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
と
緊
急
避
妊
ピ
ル
の
デ

リ
バ
リ
ー
、
そ
の
後
の
継
続

支
援
に
つ
な
げ
る
体
制
を
立

ち
上
げ
た
。
そ
の
体
制
を
今

年
３
月
に
大
船
渡
で
発
生
し

た
森
林
火
災
時
に
も
活
用
し

て
い
る
。
幸
い
に
も
ま
だ
稼

働
す
る
こ
と
な
く
来
て
い
る

が
、
岩
手
県
で
も
い
つ
大
き

な
自
然
災
害
が
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
。
能
登
半
島
地
震

で
構
築
し
た
よ
う
な
オ
ン
ラ

自
然
災
害
時
の
“
性
と
生
殖
の
健
康
と
権
利
”
を
考
え
る

イ
ン
診
療
と
緊
急
避
妊
ピ
ル

デ
リ
バ
リ
ー
シ
ス
テ
ム
の
岩

手
版
を
、
平
時
の
今
か
ら
整

え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
県

土
が
広
く
、
婦
人
科
受
診
場

所
が
限
ら
れ
る
岩
手
県
だ
か

ら
こ
そ
、
必
要
な
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

　
国
際
的
な
人
道
支
援
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
「
ス
フ
ィ
ア
基

準
（
２
０
１
８
）」
で
は
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
考
慮
し
た
支

援
の
重
要
性
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
２
０
２
４
年
11
月
に

石
破
茂
首
相
が
「
発
災
後
、

早
急
に
全
て
の
避
難
所
で
同

基
準
を
満
た
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
事
前
防
災
を
進
め

る
」
と
表
明
し
た
（
産
経
新

聞
２
０
２
４
）。
今
後
、
日

本
でSRH

R

に
視
点
を
当

て
た
防
災
対
策
や
災
害
支
援

が
目
指
さ
れ
る
こ
と
を
一
人

の
女
性
健
康
支
援
の
専
門
家

と
し
て
期
待
し
た
い
。

岩
手
県
立
大
学
看
護
学
部

　
　

福  

島  

裕  

子
（
助
産
学
、
女
性
健
康
看
護
学
）

＜引用文献＞
東日本大震災女性支援ネットワーク (2015). 東日本大震災「災害・復興

時における女性と子どもへの暴力」に関する調査報告書　改訂版　
Horton, L(2012).After the earthquake: Gender inequality and 

transformation in post-disaster Haiti. Gender & Development. 
20(2): 295-308.

福島裕子（2012）．東日本大震災における女性支援活動 ～看護学部教員
として、助産師と～、平成 23 年度岩手県立大学看護学部 災害復興
支援活動報告書 21-34．

福島裕子（2024）．能登半島地震後の被災地の女性たちの支援ニーズや
健康状況（速報）フォレンジック看護学会誌 ,11(1),27. 

Rezaeian M（2013）.The association between natural disasters and 
violence: A systematic review of the literature and a call for 
more epidemiological studies. Journal of Research in Medical 
Science. 2013, 18:12, 1103-1107.

産経新聞（2024）石破首相の肝いり「スフィア基準」、避難所の居住環
境改善に期待　指標の独り歩きに懸念も 12 月 11 日

	 https://www．sankei．com/article/20241211-KUMJB2WSIBK-
5JAP3AAWUGFQJJI/．

Sohere（2018）: スフィアハンドブック～人道検証と人道支援における
最低基準～

	 https://jqan.info/wpJQ/wp-content/uploads/2019/10/sphere-
handbook2018_jpn_web.pdf　（2025 年 5 月 11 日）

Thornton, W. E., Voigt, L.(2011).Disaster rape: Vulnerability of 
women to sexual assault during Hurricane Katrina. Journal of 
Public Management and Social 10 Policy. 13(2), 23-49.

寄
稿

　

日
本
国
内
で
は
地
震
や
豪
雨
、
山
火
事
な
ど
の
災
害

が
頻
発
し
て
お
り
、
特
に
東
日
本
大
震
災
以
降
、
避
難

所
の
設
営
や
対
応
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
国
内
の
避
難
所
は
未
だ
設
備
が
十
分
と

は
言
え
ず
、
感
染
症
防
止
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
配
慮
等
、

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
東
日
本
大
震
災
の
時
に
は
現
地
で
、
能
登

半
島
地
震
の
際
も
女
性
や
子
ど
も
の
支
援
に
携
わ
っ
た

福
島
裕
子
先
生
に
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
６
月
８
日
、
盛
岡
の
ア
イ

ー
ナ
で
「
医
療
従
事
者
の
た

め
の
マ
ス
ク
メ
イ
ク
～
好
感

度
が
上
が
る
メ
イ
ク
の
コ
ツ

～
」
と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を

行
い
ま
し
た
。
講
師
は
イ
メ

ー
ジ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
近

谷
樹
里
さ
ん
が
務
め
、
医
療

従
事
者
に
ふ
さ
わ
し
い
メ
イ

ク
の
仕
方
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し

ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
メ
イ
ク
ア
ッ
プ

の
基
本
ス
テ
ッ
プ
を
説
明

し
、
肌
が
健
康
的
だ
と
は
つ

ら
つ
と
し
て
艶
や
か
に
見
え

る
こ
と
、
大
人
の
女
性
は
顔

の
色
味
が
足
り
な
い
こ
と
が

多
い
た
め
、
チ
ー
ク
は
必
須

と
話
し
ま
し
た
。

　
ベ
ー
ス
メ
イ
ク
の
化
粧
下

地
や
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の

選
び
方
の
コ
ツ
、
塗
り
方
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
触

れ
、
呼
吸
し
て
い
る
よ
う
な

肌
が
理
想
と
し
ま
し
た
。

　
ア
イ
ブ
ロ
ウ
・
ア
イ
シ
ャ

ド
ウ
の
基
本
テ
ク
ニ
ッ
ク
の

解
説
の
後
、
マ
ス
ク
が
欠
か

せ
な
い
医
療
従
事
者
に
と
っ

て
マ
ス
ク
で
隠
れ
る
部
分
で

あ
っ
て
も
血
色
感
が
大
事
な

こ
と
か
ら
、
チ
ー
ク
と
リ
ッ

プ
メ
イ
ク
に
つ
い
て
も
説
明

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
は
持
参

し
た
メ
イ
ク
ア
イ
テ
ム
を
使

っ
て
実
際
に
メ
イ
ク
を
し
ま

し
た
。
ス
キ
ン
ケ
ア
の
仕
方

か
ら
丁
寧
に
指
導
を
受
け
、

フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
が
合
っ

て
い
る
か
、
先
生
が
一
人
ひ

と
り
チ
ェ
ッ
ク
し
、
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
少
人
数

だ
っ
た
の
で
丁
寧
に
指
導
い

た
だ
き
わ
か
り
や
す
く
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
人

と
接
す
る
仕
事
な
の
で
、
外

見
的
に
も
少
し
で
も
相
手
に

良
い
印
象
を
与
え
ら
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
も
ま
た
１

つ
の
ア
イ
テ
ム
な
の
か
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
」
と
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
９
月
28
日
に
は
近
谷
さ
ん

を
講
師
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ

ー
診
断
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

優
し
さ
と
安
心
感
を
与
え
る
メ
イ
ク

優
し
さ
と
安
心
感
を
与
え
る
メ
イ
ク

～
医
療
従
事
者
の
た
め
の
マ
ス
ク
メ
イ
ク
～

保団連 研究会交流サイトのご案内 

　保団連ホームページでは、各地の保険医協会、
保険医会主催のウェブ研究会を案内しており、
保団連情報サービスに登録すれば無料で参加で
きます（登録無料）。詳細は保団連研究会交流
サイトで確認できます。

　～ 今後の予定 ～ 

〇 7 ／ 15（火）19:30 ～ 21:00　佐賀協会
医科歯科合同研究会「歯科から始まる糖尿病連
携 ―地域包括ケアにおける歯科の役割―」

押村 憲昭 氏（かすもり・おしむら歯科・矯
正歯科・口腔機能クリニック院長）

〇 7 ／ 18（金）19:00 ～ 20:30　静岡協会
動画で見る開業医の先生方のための口腔外科
小手術のコツとポイント

堀之内 康文 氏（公立学校共済組合 九州中央
病院 歯科口腔外科元部長）

申し込み締切：7 ／ 17（木） 23:59

〇 7 ／ 24（木）19:00 ～ 20:30　栃木協会
実例から学ぶ認知症対策最前線

元木 翼 氏（司法書士法人ミラシア代表社員）
申し込み締切：7 ／ 22（火） 17:00

〇 7 ／ 27（日）14:00 ～ 15:30　岡山協会
第 362 回プライマリケア懇話会「知っておきた
い咳嗽と喀痰のお話～和洋折中療法～」

沖本 二郎 氏（おきもと内科と外科のクリ
ニック／さとう記念病院 医師／元川崎医科
大学教授）

申し込み締切：7 ／ 24（木） 23:59

講師の近谷樹里さん
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講師の
嶋田佳子氏

し
て
ほ
し
い
行
動
が
あ
る
場

合
に
、
性
格
で
は
な
く
行
動

に
着
目
し
て
「
行
動
を
変
え

る
た
め
に
何
が
で
き
そ
う

か
」
を
考
え
る
行
動
科
学
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
も

解
説
。

　
こ
れ
は
環
境
の
改
善
、
行

動
し
た
く
な
る
よ
う
な
き
っ

か
け
の
用
意
、
行
動
後
の
振

り
返
り
や
評
価
を
行
う
と
い

う
流
れ
を
指
し
ま
す
。
例

と
し
て
相
手
に
提
示
す
る
期

限
・
指
示
の
明
確
化
、
リ
マ

イ
ン
ド
や
中
間
報
告
、
具
体

的
な
成
果
を
伝
え
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
嶋
田
氏
は

伝
え
方
の
工
夫
に
よ
り
相
手

の
行
動
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　
同
じ
意
味
で
も
言
葉
の
伝

え
方
に
よ
り
受
け
取
り
方
が

変
化
す
る
と
し
、「
で
き
そ

　
蒔
苗
先
生
は
岩
手
医
科
大

学
歯
学
部
を
卒
業
し
、
岩
手

医
大
大
学
院
歯
学
研
究
科
で

小
児
歯
科
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
そ
の
後
、
岩
手
医
大

歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
、
八
戸

の
く
ま
さ
か
歯
科
で
勤
務

医
と
し
て
経
験
を
重
ね
ま
し

た
。
大
学
で
勤
務
し
て
い
た

時
に
小
児
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
障
が
い
の
あ
る
方
の
治

療
を
し
て
い
た
ほ
か
、
く
ま

さ
か
歯
科
で
も
幅

広
く
患
者
さ
ん
を

受
け
入
れ
て
い
た

と
言
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経

験
を
経
て
、
障
害

の
あ
る
方
や
子
ど

も
の
患
者
さ
ん
の

受
け
入
れ
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
、
昨
年
10
月
に

盛
岡
の
西
見
前
に
開
業
し
ま

し
た
。

　

院
内
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー

で
、
ス
ロ
ー
プ
、
多
目
的
ト

イ
レ
や
授
乳
室
が
あ
り
、
車

い
す
に
乗
っ
た
ま
ま
治
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
開
業
の
た
め
、
院
内
を
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
す
る
予
定
で

テ
ナ
ン
ト
を
探
し
て
い
ま
し

た
が
、
幸
い
こ
の
テ
ナ
ン
ト

に
は
、
初
め
か
ら
多
目
的
ト

イ
レ
や
授
乳
室
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
診
察
室
の
う
ち
一

つ
は
個
室
で
、
障
が
い
の
あ

る
方
や
幼
い
子
ど
も
な
ど
一

般
的
な
治
療
を
受
け
る
こ
と

が
難
し
い
方
で
も
、
人
目
を

気
に
せ
ず
安
心
し
て
治
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て

い
ま
す
。

　
ド
リ
ル
を
使
っ
た
治
療
が

難
し
い
方
は
手
作
業
で
歯
を

削
る
た
め
、
非
常
に
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
時

間
を
か
け
て
治
療
に
慣
れ
て

い
く
こ
と
で
、
ド
リ
ル
で
治

療
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
方

も
多
い
と
言
い
ま
す
。

　
医
院
の
看
板
に
は
、
ウ
サ

ギ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
森
山
標

子
さ
ん
に
依
頼
し
た
、
白
い

歯
に
見
立
て
た
白
い
ウ
サ
ギ

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
猫
と

ウ
サ
ギ
が
好
き
な
先
生
は
森

山
さ
ん
の
作
品
を
見
て
、
開

が
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
た
め
に

ぬ
い
ぐ
る
み
を
抱
き
か
か
え

て
い
る
こ
と
も
あ
る
と
の
こ

と
。

　
患
者
さ
ん
は
近
隣
の
方
が

多
い
で
す
が
、
大
学
病
院
勤

務
の
時
に
治
療
し
て
い
た
方

の
家
族
や
、
遠
野
な
ど
遠
方

か
ら
通
院
し
て
い
る
患
者
さ

ん
も
い
ま
す
。

　
お
休
み
の
日
は
家
で
過
ご

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
い
つ

か
ウ
サ
ギ
を
飼
い
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

院長 蒔苗　剛 先生

　
５
月
21
日
、
盛
岡
の
ア
イ

ー
ナ
で
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

〜
信
頼
関
係
・
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
向

上
に
〜
」
と
題
し
た
ス
タ
ッ

フ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
講
師
は
企
業
人
材
育
成

ト
レ
ー
ナ
ー
の
嶋
田
佳

子
氏
が
務
め
ま
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
中

堅
向
け
に
開
催
し
、
19

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
嶋
田
氏
は
ま
ず
、
世

代
に
よ
り
「
当
た
り
前

の
感
覚
」
に
違
い
が
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
解
説
。
違
い
を

知
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
幅
が
広
が
る
と

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
の
基

準
は
、
世
代
に
よ
る
「
当
た

り
前
」
の
ズ
レ
を
考
慮
し
て

誰
も
が
迷
わ
な
い
も
の
に
整

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
説

明
し
ま
し
た
。

　
嶋
田
氏
は
、
相
手
に
改
善

ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー

伝
え
方
の
工
夫
で
相
手
の
行
動
に
変
化
も

伝
え
方
の
工
夫
で
相
手
の
行
動
に
変
化
も

ま
き
な
え
歯
科
小
児
歯
科
（
盛
岡
市
）

院  

長

蒔  

苗
　
　
剛  

先
生

―
会
員
紹
介
シ
リ
ー
ズ
㉖
―

ご
め
ん
く
な
ん
し
ぇ

う
感
」
あ
ふ
れ
る
言
葉
の
４

つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま

し
た
（
①
不
安
を
あ
お
ら
な

い
、
②
一
歩
踏
み
込
む
、
③

相
手
に
心
の
準
備
を
さ
せ

る
、
④
不
快
に
聞
こ
え
る
言

葉
を
使
わ
な
い
）。
嶋
田
氏

は
、
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
に

注
意
し
て
伝
え
る
こ
と
で
、

相
手
の
人
格
を
否
定
せ
ず
、

か
つ
相
手
へ
「
自
分
に
も
で

き
そ
う
だ
」
と
感
じ
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
話
し
ま
し

た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
実
践
や
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
質
疑
応

答
も
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら

は
、「
自
分
が
変
わ
れ
ば
い

い
と
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い

た
が
、
相
手
へ
の
伝
え
方
で

も
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
と
勉

強
に
な
っ
た
」、「
世
代
間
ギ

ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
、
お

互
い
に
努
力
が
必
要
だ
と
感

じ
た
。
声
か
け
ひ
と
つ
で
全

員
が
気
持
ち
よ
く
仕
事
が
で

き
、
う
ま
く
仕
事
が
ま
わ
る

と
感
じ
た
の
で
今
後
に
活
か

し
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

業
に
あ
た
り
デ
ザ
イ
ン
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
院
内
の
い

た
る
と
こ
ろ
に
ウ
サ
ギ
の
オ

ブ
ジ
ェ
や
人
形
、
ウ
サ
ギ
に

関
す
る
書
籍
や
絵
本
が
置
か

れ
、
す
べ
て
の
診
察
室
に
１

匹
ず
つ
ぬ
い
ぐ
る
み
が
置
か

れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に
は

ぬ
い
ぐ
る
み
を
使
っ
て
説
明

し
た
り
、
治
療
が
苦
手
な
方

常
任
理
事
会
だ
よ
り

常
任
理
事
会
だ
よ
り 

４
月
４
月

【
日
　
時
】

２
０
２
５
年
４
月
22
日(

火) 

19
：
30
〜
21
：
20

【
場
　
所
】

盛
岡
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル
会
議
室

（
ウ
ェ
ブ
併
用
）

【
出
席
者
】

役
員
、事
務
局
併
せ
て
12
名

主
な
決
定
事
項

１
、２
０
２
５
年
４
月
期
活
動
報

告
並
び
に
２
０
２
５
年
５
〜

６
月
期
活
動
計
画
が
承
認
さ

れ
た

２
、「
物
価
高
騰
に
対
す
る
医
療

機
関
へ
の
財
政
措
置
を
求
め

る
」
団
体
署
名
の
提
出
が
承

認
さ
れ
た

３
、ウ
ェ
ブ
会
議
に
使
用
す
る
機

材
の
購
入
に
つ
い
て
承
認
さ

れ
た

４
、盛
岡
市
に
国
保
加
入
者
全
員

に
資
格
確
認
書
を
送
付
す
る

よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
た

セミナーで行われた
ディスカッションのようす

各診察室に置かれたウサギのぬいぐるみ

ゴルゴンゾーラの乗った
食べ応えのあるパスタ

　
北
上
駅
近
く
の
諏
訪
神
社

の
目
の
前
に
あ
る
雰
囲
気
の

良
い
小
さ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
。

４
種
類
あ
る
季
節
の
パ
ス
タ

セ
ッ
ト
（
前
菜
、ス
ー
プ
、

パ
ン
付
）
か
ら
「
サ
ル
シ
ッ

チ
ャ
と
ゴ
ル
ゴ
ン
ゾ
ー
ラ
の

ク
リ
ー
ム
パ
ス
タ
」（
１
６

289味処味処

北上市

キッチン バル コネクト

Kitchen Bar CONNECT

０
０
円
）
と
デ
ザ
ー
ト
セ
ッ

ト
（
テ
ィ
ラ
ミ
ス
３
０
０
円

＋
コ
ー
ヒ
ー
３
０
０
円
）
を

チ
ョ
イ
ス
。

　
運
ば
れ
て
き
た
前
菜
は
色

と
り
ど
り
で
何
種
類
も
の
野

菜
が
。
カ
ボ
チ
ャ
や
ナ
ス
の

他
、タ
ラ
モ
サ
ラ
ダ
、キ
ッ

シ
ュ
、フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
も
あ

り
、ス
ー
プ
も
含
め
て
た
く
さ

ん
の
野
菜
を
味
わ
え
ま
す
。

　
サ
ル
シ
ッ
チ
ャ
は
イ
タ
リ

ア
発
祥
の
生
ソ
ー
セ
ー
ジ
で

す
が
、皮
か
ら
中
身
を
取
り
出

し
て
ほ
ぐ
し
、ひ
き
肉
の
よ
う

に
し
て
パ
ス
タ
や
ピ
ザ
の
具

材
と
し
て
も
使
わ
れ
ま
す
。

　
旨
味
が
凝
縮
さ
れ
塩
気
が

効
い
た
サ
ル
シ
ッ
チ
ャ
と
コ

ク
が
あ
り
ミ
ル
ク
風
味
も
感

じ
る
ゴ
ル
ゴ
ン
ゾ
ー
ラ
の
相

性
は
抜
群
で
食
べ
応
え
の
あ

る
ク
リ
ー
ム
パ
ス
タ
で
す
。

　
テ
ィ
ラ
ミ
ス
は
口
の
中
で

溶
け
て
い
き
ま
す
。
ち
ょ
う

ど
良
い
甘
さ
の
テ
ィ
ラ
ミ
ス

住

所
北
上
市

　
　
諏
訪
町
一
丁
目
２
―
19

電
話
番
号
０
１
９
７
―
７
２
―
６
９
３
５

営
業
時
間  

11
時
30
分
〜
15
時

（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
14
時
）

18
時
〜
22
時

（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
21
時
）

定
休
日  

日
曜
・
不
定
休
あ
り

駐
車
場  

ラ
ン
チ
６
台
あ
り

　
　
　
　
デ
ィ
ナ
ー
な
し

と
あ
っ
さ
り
と
し
た
コ
ー

ヒ
ー
は
食
後
に
ピ
ッ
タ
リ
。

　
定
期
的
に
変
わ
る
ラ
ン
チ

メ
ニ
ュ
ー
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
で
き
ま
す
。
店
主
夫

婦
こ
だ
わ
り
の
お
い
し
い
料

理
を
食
べ
に
出
か
け
て
み
ま

せ
ん
か
？
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